
【久斗山（Mt.Kutosan)671m山頂】 新温泉町と香美町との町境に連なる山々に、当地区と同じ名前の

【大杉神社、しめ縄も新しく】 12日の午前8時より、久斗山すこやかクラブの皆

さんが、それぞれ藁を持ち寄り、大杉神社のしめ縄を作る作業を行ないました。鳥居に飾る長さ

3ｍの大しめ縄は、荒縄を芯に太い藁束を3本作り、それをねじりながら撚り合わせていきます。

6～7人がかりで、力とお互いの協力がいる大変な作業でした。下に吊す房や四手は別で作り、

大しめ縄に取り付けて、最後にビニールの雨よけをかけて完成です。他に社殿の前と、大ヒノキ

の幹に巻く長さ約6ｍのしめ縄も出来上がり、神社総代や区長ら5人で付け替えに行きました。

　神社の境内にあるお稲荷さんの赤い鳥居は、長い年月の間に根元部分が腐食しており、倒壊する恐れ

があるため、今年度に新しく作り変えました。また、大ヒノキの周囲も、シカの食害や吉兆を占う酒壺

が悪さされないよう、金網でがっちりと囲われています。19日には、村の周囲にある7谷から水を汲ん

で、新たな濁酒の仕込みが行なわれたそうです。近在で、しばらく大きな災害が起こっていないのは、

大杉さんが護ってくれているおかげだと思います。来年も、どうぞ良い年になりますように。
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今年の漢字は「金」だったそうで、東京オリンピックで金メダルを多く獲得したことによるそうです。そのま【ご挨拶】

ません。色々あったけど、ごっつい悪い年ではなかったように思いますが、皆さんはどんな一年でしたか？ 

山があります。中小屋のワシン谷の源流に位置する山ですが、登った事が無かったので、雪が降る前の今の時期に挑戦してき

ました。朝、余部のアセビ谷から蓮台山(628m)に登り、尾根づたいにカサハ山を経て、久斗山(671ｍ)の頂きに昼過ぎに立

つことができました。山頂には二等三角点がありました。ブナ林の木の間ごしに余部鉄橋や海が見え、十分楽しめる山でした。

ま“きん”と読めばいいけど“かね”とも読める漢字。給付金のばらまきと無駄な経費、政治家の金銭感覚の欠如は相変わら

ずで、今年もお金にまつわる話題は事欠きませんでした。コロナウィルスも感染者の減少が続き、年末年始にむけて飲食店な

ども活気が出始めてきたと思ったら、急にオミクロン株といった変異株が出現して世界的に感染拡大しつつあり、油断が出来

久斗山（標高671ｍ）の山頂にある二等三角点（12月9日）



【今年（令和3年度）を振り返る】 【栃餅生産急ピッチ、久斗山農産加工組合】
　今年も残りわずかになり、この一年を振り返ってみました。 　今、久斗山農産加工組合では栃餅

1月：新年早々から大雪になりました。 の生産で忙しくしています。これか

2月21日：動物の足跡をさがそう らお正月を控え、多くの注文がきて

スノーシューで雪上ハイクして、お昼は豚汁とシカ肉でした。 いるそうで、連日、生産に追われて

3月20日：春の食べれる野草さがし いるとの事でした。ご苦労さまです。

山菜を探し、天ぷらにして食べました。 【今年は暖冬？遅い初雪】
4月18日：春の里山生き物観察とお花見 　17日の午後から寒波が覆い、18日朝

ミゾレ混じりの悪天候で中止。 は積雪が3㎝ありました。やっと初雪で

5月16日：春の遠足～地域探訪～　安泰寺まで遠足しました。 す。一昨年は6日、ドカ雪だった昨年は

6月19日：夜のホタルとカエル観察会 14日の日中から雪、今年は更に4日遅い。

浜坂青推協との連携事業で多くの参加がありました。 今年も大雪との予報でしたが、案外、大したことないのかな？

7月17日：資源ゴミ回収 【猪・鹿、獲っても獲っても減らず！】
8月22日：川遊び＆生き物観察＆魚取り（コロナで中止） 　創造の森の広場に設置された大型の

9月11日：夜に鳴く虫の観察会 センサー付き囲い罠に、14日、若い牡

10月17日：木のみさがしと飯ごうすいさん ジカが1頭捕獲されました。この罠に、

11月17日：地域探訪 紅葉の創造の森遠足 今年10頭、久斗山全体では100頭近く

12月18日：ツル籠つくりと里山探検 （悪天候で中止) 捕獲されていますが、減りませんね～

○令和4年　 1月の行事

元旦　初詣

とんど焼き

数珠くり

「鳴滝目指してかんじきハイキング」（9：30～15：00　上山高原エコミュージアム）

久斗山自然教室「かまくら作りと雪遊び」（13：30：00～16：00）久斗山地区公民館

7日（金）

　　☆久斗山公民館　【お問い合わせ・連絡先】　新温泉町久斗山628　山本一幸　（℡0796-85-0118）
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うわので体験！

お手軽スノーシューツアー
スタッフがご案内します（希望者のみ）

〇日程：令和4年1月10日（月祝日）

～ 3月 （雪が無くなるまで）
※土曜日は除く

※天候や積雪状況により中止する場合があります。

〇時間：受付13：00～13：20

開始13：30 解散15：00

○定員：10名以内（1家族か1グループ）

○料金：大人（18歳以上）1,000円

子供650円 （※レンタル料含む）

・防水性の服装、靴、帽子、手袋

・飲み物、タオル、着替え、ディパックほか

【問合せ・申込み先】

兎和野野外教育センター

℡0796ｰ94ー0211 mail:info@uwano.jp
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